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農委・推委の声（※委員につきましては、なら農業委員会だより第76号を参照してください）

農業委員

中畑 明文 委員
（辰市地区）

推進委員

竹中 正彦 委員
（東市地区）

　

日
々
、
農
家
の
方
々
か
ら
は
、
農
業
委
員
会
に
対

し
て
、
様
々
な
相
談
や
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

内
容
は
、「
農
地
の
相
続
」「
農
地
転
用
」、「
有
害
鳥

獣
対
策
」「
担
い
手
不
足
」「
遊
休
農
地
の
増
加
」「
農

薬
・
肥
料
の
高
騰
等
経
費
の
増
加
」
等
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
で
は
、
皆
様
か
ら
の
ご
相
談

や
ご
意
見
に
、『
農
家
か
ら
の
声
』
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
毎
号
特
集
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

特
集 

第
１
弾
で
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
と
お
り
、

奈
良
市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、
サ
ル
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
有
害
鳥
獣
と
し
て
「
奈
良
市
鳥
獣
被

害
防
止
計
画
」
を
策
定
し
て
ま
す
。
た
だ
し
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
に
つ
い
て
は
、
月
ケ
瀬
地
区
と
都
祁
地
区
の

み
が
捕
獲
対
象
で
す
。
そ
れ
以
外
の
市
内
に
生
息
し

て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
奈
良
県
が
策
定
し
て
い
る
「
奈
良
市
ニ
ホ

ン
ジ
カ
適
正
管
理
事
業
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
毎
年
、

捕
獲
頭
数
を
決
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
外
に
捕
獲

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

令
和
６
年
度
、
従
来
か
ら
奈
良
市
で
実
施
し
て
い

る
「
奈
良
市
有
害
獣
防
除
施
設
設
置
事
業
補
助
金
」

が
一
部
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
高
さ
1.8
ｍ

以
上
の
防
除
施
設
に
つ
い
て
は
、
補
助
上
限
55
％
だ

っ
た
も
の
が
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
頭
数
に
制
限
の

あ
る
月
ケ
瀬
地
区
と
都
祁
地
区
以
外
の
地
域
で
は
70

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

被
害
防
止
対
策
は
、
個
々
で
電
柵
等
の
設
置
を
行

う
方
法
と
広
域
で
メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン
ス
等
の
柵
を
設

置
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
広
域
で
行
う
場
合
に
は
、

一
団
の
農
地
の
周
囲
を
フ
ェ
ン
ス
で
囲
う
こ
と
か
ら
、

よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
道

等
の
出
入
口
に
は
扉
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
電
気
柵
の
設
置
】

　

電
気
柵
の
正
し
い
設
置
方
法
に
つ
い
て
は
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
を
よ
く
確
認
し
、
十
分
に
効
果
が
発
揮

で
き
る
よ
う
に
、
草
刈
り
や
、
設
置
場
所
の
整
備
な

ど
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
狩
猟
免
許
の
取
得
】

　

有
害
獣
対
策
と
し
て
、
狩
猟
免
許
取
得
を
お
考
え

に
な
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
奈
良
市
で
は
、

免
許
取
得
の
際
に
か
か
る
費
用
の
う
ち
、
狩
猟
免
許

試
験
の
申
請
手
数
料
お
よ
び
講
習
会
費
用
の
全
額
を

助
成
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
免
許
試
験
は
、

知
識
試
験
、
適
正
試
験
、
技
能
試
験
の
３
つ
か
ら
な

り
ま
す
。
免
許
取
得
後
に
、
奈
良
県
猟
友
会
の
奈
良

市
内
の
支
部
に
ご
登
録
い
た
だ
き
、
有
害
鳥
獣
駆
除

へ
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
助
成
を
う
け
る
要
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

①【
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
対
策
】

②【
有
害
鳥
獣
対
策
の
新
た
な
動
き
】

　

令
和
６
年
の
11
月
〜
12
月
に
農
家
の
皆
様
に
、
農

業
委
員
会
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
奈
良
市
に
対
す
る
「
農
地
等
利
用
最
適

化
推
進
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」
に
反
映
し
て
い
き

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
行
政
に
対
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
】

特
集

第
４
弾

農
家
か
ら
の
声

　昨年12月13日の全国農業新
聞にこんな記事が載っていま
した。農水省は令和６年11月
19日、2024年産米の10月の
相対取引価格が全銘柄平均で
玄米60キロあたり2万3,820
円（前年同月比57％上昇）に
なり、単月としては同省が同
価格を調査・公表するように
なった06年産米以降で最高値
を記録したと公表しました。
　価格が上がっても農家の利
益が単純に上がるわけではな
く、本来なら、もっと安い価
格で、おいしいお米をみなさ
んに食べてもらいたいものだ
と感じる次第です。

　昨年の７月から、農業委員
会の部門担当で、遊休農地の
解消活動をおこなうことにな
りました。今回は、北村町
（北村城跡近く）のほ場をお
借りして、遊休農地の解消活
動をおこないます。奈良市北
村町の北部の丘陵上には北村
城という城跡があります。皆
さんも、一度散策に訪れてみ
られてはいかがでしょうか。
　推進委員として、今後も現
在の農地を荒廃させないよう、
声掛けをおこなうなど、微力
をつくしていこうと思います。
今後とも皆様のご協力をお願
いします。
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故 

辻
中
二
三
夫（
奈
良
地
区
）令
和
６
年
５
月
18
日
ご
逝
去

　
　

農
業
委
員
会
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

　
　

辻
中
二
三
夫
委
員
が
ご
逝
去
な
さ
い
ま
し
た
。

　
　

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
38
条
に
基
づ

く
「
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
関
す
る
意

見
書
」
の
提
出
に
あ
た
り
、
事
前
に
農
業
者
及
び

消
費
者
を
対
象
に
「
農
業
・
農
産
物
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
493
名
の
方
か
ら
ご
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
《
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
》

【
経
営
状
況
】

　

農
業
を
営
む
農
家
の
う
ち
雇
用
者
が
い
な
い
農

家
は
83
％
で
、
大
半
が
家
族
経
営
。
後
継
者
が
い

な
い
農
家
は
、
45
％
と
半
数
近
く
が
担
い
手
に
不

安
を
抱
え
て
い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

【
農
地
の
利
用
状
況
】

　

回
答
が
あ
っ
た
農
家
の
う
ち
、
自
作
地
及
び
借

入
地
で
経
営
さ
れ
て
い
る
方
は
、
延
べ
323
名
に
対

し
、
今
後
は
、
自
作
地
及
び
借
入
地
で
耕
作
を
継

続
さ
れ
る
方
は
、
延
べ
274
名
と
農
地
の
遊
休
化
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

※

な
お
、
農
地
の
み
所

　

有
さ
れ
て
い
る
方
の

　

う
ち
、
今
後
、
貸
付
、

　

売
却
を
希
望
さ
れ
る

　

方
は
38
％
あ
る
も
の

　

の
、
多
く
は
遊
休
農

　

地
の
解
消
が
見
込
ま

　

れ
な
い
や
転
用
を
検

　

討
し
て
い
る
と
の
回

　

答
で
し
た
。

【
鳥
獣
被
害
状
況
】

　

農
作
物
を
耕
作
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
、「
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
あ
っ
た
」
と
回
答
さ
れ

た
方
は
、
69
％
、
東
部
山
間
地
域
で
は
、
85
％
と

特
に
東
部
山
間
地
域
で
の
被
害
の
大
き
さ
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

そ
の
他
、
農
地
の
有
効
活
用
や
農
業
を
衰
退
さ

せ
な
い
意
見
と
し
て
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
充
実
や

新
規
参
入
者
を
含
む
担
い
手
の
確
保
な
ど
を
望
む

声
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、
貴
重
な
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が
出
来
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
令
和

６
年
９
月
18
日
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
に
向
け
た
取
組
み
で
あ
る
、
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
の
促
進
及
び
新
規
参
入
の
促
進
の
た
め
の
施

策
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
を
仲
川
市
長
に
提
出

し
、
そ
の
後
、
農
業
・
農
地
の
課
題
に
つ
い
て
、

積
極
的
な
農
業
施
策
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

【
意
見
書
の
主
な
内
容
】

一
、
担
い
手
の
確
保
、
育
成
支
援

二
、「
地
域
計
画
」
に
お
け
る
目
標
地
図
（
素
案
）

　
　

作
成
に
向
け
た
協
力

三
、
遊
休
農
地
発
生
防
止
・
解
消
対
策

四
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策

五
、
農
業
生
産
基
盤
の
保
全
対
策

六
、
社
会
情
勢
及
び
異
常
気
象
に
よ
る
影
響
を
受

　
　

け
た
農
業
者
に
対
す
る
支
援

七
、
地
産
地
消
と
価
格
の
安
定
に
向
け
た
ブ
ラ
ン

　
　

ド
化
へ
の
取
り
組
み

【
市
長
に
意
見
書
を
提
出
】

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

こ
の
度
、
１
区
奈
良
地
区
の
推
進
委
員
１
名
を

任
命
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

氏 

名
　
中
江
　
敏
浩

住 

所
　
奈
良
市
白
毫
寺
町
814
番
地
１

電 

話
　
０
７
４
２
︵
２
２
︶
０
７
１
４

令
和
６
年
遊
休
農
地
解
消
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
in
北
村
町
）

　

令
和
６
年
11
月
に
、

草
刈
り
と
耕
起
作
業

後
に
、
タ
マ
ネ
ギ
の

苗
の
植
え
付
け
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
年
の
収
穫
を
、

今
か
ら
楽
し
み
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
は
、
北
村
町
（
北
村
城
跡
近
く
）
に
遊

休
農
地
解
消
活
動
の
モ
デ
ル
ほ
場
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

委
員
自
ら
が
肥
培
管
理
（
草
刈
・
耕
起
・
定
植
・

収
穫
・
整
地
等
）
す
る
事
で
遊
休
農
地
の
解
消
に
向

け
た
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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今
回
は
、
出
屋
敷
町
で
新
規
就
農
者
と
し
て
活
躍

し
て
お
ら
れ
る
虎
杖
（
い
た
ど
り
）
さ
ん
に
お
会
い

し
て
、
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　

虎
杖
さ
ん
は
、
当
初
飲
食
店
に
勤
め
て
お
ら
れ
た

の
で
す
が
、
料
理
を
す
る
う
ち
に
食
材
に
興
味
を
持

た
れ
、
自
ら
食
材
を
育
て
て
み
よ
う
と
思
い
、
10
年

ほ
ど
前
に
一
念
発
起
、
お
父
様
の
田
ん
ぼ
を
借
り
受

け
農
業
を
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
育
て
て
い
た
の
で
す

が
、
な
ら
や
ま
の
道
の
駅
に
出
荷
し
た
際
に
、
お
店

の
方
か
ら
、
「
ち
ぢ
み
小
松
菜
」
の
事
を
教
え
て
い

た
だ
き
、
興
味
を
持
ち
、
栽
培
を
は
じ
め
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

今
で
は
、
出
屋
敷
町
に
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
を
８
棟
所

有
さ
れ
て
お
り
、「
ち
ぢ
み
小
松
菜
」
の
他
「
ト
マ
ト
」

「
米
」
も
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
ち
ぢ
み
小
松
菜
」
は
、「
ち
ぢ
み
菜
」
と
「
小
松
菜
」

を
掛
け
合
わ
せ
て
開
発
さ
れ
た
品
種
で
す
。
従
来
の

小
松
菜
と
比
べ
、
葉
が
厚
く
、
葉
の
表
面
に
ち
り
め

ん
状
の
シ
ワ
が
入
る
事
か
ら
、
「
ち
ぢ
み
小
松
菜
」

と
い
い
ま
す
。
普
通
の
小
松
菜
や
他
の
野
菜
に
比
べ

て
カ
ル
シ
ウ
ム
が
非
常
に
多
く
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の

５
倍
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

取
材
に
伺
っ
た
日
は
、
12
月
に
し
て
は
、
暖
か
く
、

良
い
天
気
で
、
青
々
と
し
た
「
ち
ぢ
み
小
松
菜
」
の

葉
が
目
に
眩
し
く
映
り
ま
し
た
。

ち
ぢ
み
小
松
菜

虎
杖

寿
充
さ
ん

38
歳

10

（公財）なら担い手・農地サポートセンターでは、
農地の出し手（貸したい方）から農地を借り受け、
受け手（借りたい方）にマッチングします。 【お問い合わせ先】

公益財団法人　なら担い手・農地サポー

トセンター　（農地中間管理機構）

〒634-0065　橿原市畝傍町 53 番地

☎ 0744-21-5020 
HP：http://www.nara-ninanou.sakura.ne.jp/

【募集期間】
出し手（貸したい方）：随時受付
受け手（借りたい方）：随時受付し、年 5 回公表します。
対象農地：農業振興地域内の農地
※センターが農地を借り受ける条件は、農地として利用
　が困難でないこと、十分な受け手が見込めることです。
※受け手の氏名・希望地区等をインターネットで公表し
　ます。公表は、７月、９月、11月、１月、４月の５回
　行います。

※なら担い手・農地サポートセンターは、

　法律に基づき県知事の指定を受けた公的

　機関です。安心してご利用ください。
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【播種機】一度に６列の種を播けるすぐれ物です

　

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
は
、
鍋
に
入
れ
て
、
熱
を
加
え
る
と
縮
ん
で
し

ま
い
ま
す
が
、
「
ち
ぢ
み
小
松
菜
」
は
、
鍋
に
入
れ

て
熱
を
加
え
て
も
、
し
っ
か
り
形
を
留
め
る
の
で
、

美
味
し
く
い
た
だ
け
る
の
だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
、

家
に
帰
っ
て
早
速
、
鍋
に
し
て
食
し
て
み
ま
し
た
。

見
た
目
の
緑
色
の
美
し
さ
に
加
え
て
、
食
べ
る
と

ほ
ん
の
り
と
甘
み
も
感
じ
ら
れ
、
と
て
も
美
味
し

く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
ち
ぢ
み
小
松

菜
」
は
、
奈
良
市
な
ら
や
ま
に
あ
る
、
『
旬
の
駅　

な
ら
や
ま
』
や
、
『
大
和
情
熱
野
菜
近
鉄
奈
良
店
』

等
で
購
入
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

農
作
業
は
、
ご
夫
婦
で
協
力
し
て
お
こ
な
っ
て

お
ら
れ
、
平
均
週
６
日
の
作
業
時
間
と
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
繁
忙
期
に
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
い
、
出

荷
作
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
荷
時
間
に
つ
い
て

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
冬
場
は
早
朝
に
収
穫
し
よ
う
と

す
る
と
、
寒
さ
で
葉
が
凍
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
為
、

そ
の
ま
ま
収
穫
し
て
、
袋
詰
め
を
す
る
と
、
葉
が

し
お
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
９
時
か
ら
10
時
ご

ろ
ま
で
は
収
穫
で
き
な
い
そ
う
で
す
。
葉
が
凍
ら

な
い
工
夫
と
し
て
は
、
不
織
布
を
か
け
て
凍
ら
な

い
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
は
ど
う
し
て
も
、
朝
か
ら
晩
ま
で
長
時

間
に
及
び
、
重
労
働
に
な
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る

だ
け
効
率
良
く
、
農
作
業
を
お
こ
な
お
う
と
さ
れ

て
い
る
工
夫
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

虎
杖
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
新
規
就
農

者
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
、
農
業
の

世
界
で
も
、
働
き
方
改
革
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
新
規
参
入

者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
わ
り
に
、
こ
れ
か
ら
農
業
を
始
め
た
い

と
い
う
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
地
域
の
農
業
委

員
や
推
進
委
員
、
あ
る
い
は
農
業
委
員
会
の
窓
口

ま
で
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

虎
杖
さ
ん
、
お
忙
し
い
中
、
お
時
間
を
と
っ
て

い
た
だ
き
、
取
材
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
、
コ
ー
ナ
ー
で
は
次
回
も
若
手
農
業
者
を

取
材
す
る
予
定
で
す
。

　

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

登
彌
神
社
〜
筒
粥
祭
〜

　
二
月
一
日
に
登
彌
神
社
で
、
そ
の
年
の
三

十
七
種
類
の
作
柄
の
出
来
・
不
出
来
を
占
う

「
筒
粥
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
の
出
来
が
良
い

と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
の
神
々
は
、
日
の
神
様
た
る
天
照
大
神
を
は
じ
め

天
地
自
然
、
山
川
草
木
の
悉
く
が
、
皆
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
、

祭
祀
も
農
事
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
当
神
社
の
筒
粥
祭
は
毎
年
二
月
一
日
（
旧
暦
小
正
月
）
の

未
明
に
行
わ
れ
、
そ
の
年
の
五
穀
や
野
菜
な
ど
三
十
七
種
の

作
柄
の
出
来
、
不
出
来
を
粥
占
の
神
事
に
よ
り
、
神
様
の
御

諭
し
を
頂
く
、
当
社
伝
統
の
神
事
で
あ
り
ま
す
。

　
因
み
に
昭
和
五
十
七
年
三
月
一
日
、
奈
良
市
よ
り
無
形
文

化
財
の
指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

令
和
七
年
度
　
筒
粥
祭
御
占



-６-
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【
編
集
後
記
】

　

経
営
と
く
ら
し
に
役
立
つ
情
報

を
お
届
け
し
ま
す
！

　

農
家
の
た
め
の
情
報
誌

　

「
全
国
農
業
新
聞
」

◆
発
行
日　

週
１
回
（
金
曜
日
）

◆
発
行
元　

全
国
農
業
会
議
所

◆
購
読
料　

月
７
０
０
円

　
　
　
　

[

送
料
・
税
込
み]

○
お
申
込
は
農
業
委
員
会
事
務
局

（
３
４―

４
７
７
６
）
ま
で
。

全国農業
新聞NATIONAL

AGRICULTURAL
NEWS

田　１０ａあたり （単位：円）

(参　考）

平均額 最高額 最低額 件数 令和５年平均額

中　　部 ― ― ― ―

西　　部 ― ― ― ―

南　　部 ―

東　　部

（参　考）
奈良市平均

茶畑　１０ａあたり （単位：円）

（参　考）

平均額 最高額 最低額 件数 令和５年平均額

東　　部 ― ― ― ― ―

令和６年
地 域 別

地 域 別
令和６年

※賃借料を物納支給している場合は、米30㎏あたり7,200円に換算しています。

　

地
域
の
実
勢
に
あ
っ
た
賃
借
料
情
報
を
提
供
い
た
し

ま
す
。
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
12
月
31
日

ま
で
に
、
農
地
法
及
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に

よ
り
、
賃
貸
借
契
約
さ
れ
た
賃
借
料
の
水
準
は
、
左
記

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
賃
借
料
は
目
安
で
す
の
で
、
実
際
の
賃

借
料
を
決
め
る
際
は
、
当
事
者
間
で
話
し
合
い
の
上
で

決
め
て
く
だ
さ
い
。

　

※

田
の
中
部
、
西
部
及
び
茶
畑
の
東
部
地
域
に
つ
き

　
　

ま
し
て
は
、
賃
貸
借
件
数
が
少
な
い
た
め
記
載
し

　
　

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

※

金
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
10
円
未
満
を
四
捨
五

　
　

入
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

奈
良
市
賃
借
料
情
報

　

編
集
後
記
の
初
稿
を
仕
上
げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
気
象
庁
か
ら
、
今
年
２
月
～
４
月
の
３
ケ

月
予
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
今
年
の
桜
の
開
花
は
平
年

並
み
の
見
込
み
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
委
員
会

だ
よ
り
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
桜

の
見
ご
ろ
は
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

農
業
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
田
畑

で
の
作
業
が
増
え
る
時
期
で
す
の
で
、
農
業
機

械
等
で
お
怪
我
が
な
い
よ
う
十
分
ご
留
意
願
い

ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
よ
り
充
実
し
た
紙
面
で
、

い
っ
そ
う
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
づ
く
り
を
目
指

し
、
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
感
想
・
情
報
等
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

連
絡
先
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
、

地
域
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
ま
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

【
農
業
委
員
会 

第
３
部
門

　
　
　
　
　
　

 

推
進
委
員

　
　
　
　

 
 

尾
ノ
井 

博
己
】

農
地
は
無
断
転
用
で
き
ま
せ
ん
！

許
可
申
請
・
届
出
が
必
要
！

・
農
地
を
住
宅･

資
材
置
場
等
に
利
用
す
る
時

・
一
定
規
模
以
上
の
農
地
造
成
を
行
う
時

　

農
地
転
用
を
す
る
時
は

【
農
業
委
員
会
事
務
局　

農
地
係
】

　
　

☎
０
７
４
２
（
３
４
）
４
７
７
６
（
直
通
）

ストップ

農
業
者
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

５
月
末
頃
に
現
況
届
が
直
接
受
給
権
者
宅
に
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
６
月
中
に
出
張
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
・

農
業
委
員
会
事
務
局
等
へ
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

経
営
移
譲
年
金
受
給
者
は
、
農
業
経
営
に
関
す
る
諸

名
義
を
確
認
の
上
で
、
提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
＊（
独
）農
業
者
年
金
基
金　

給
付
課

　
　
　
　
　
　
　

☎　

０
３
（
５
９
１
９
）
０
３
３
７

農
業
者
年
金
未
加
入
の
皆
さ
ん
へ

農
業
者
年
金
で
安
心･

豊
か
な
老
後
を

　

❶
終
身
年
金
で
あ
り

　

❷
支
払
う
保
険
料
が
35
歳
未
満
で
最
大
１
万
円
の

　
　

国
庫
補
助(

一
定
の
要
件
あ
り)

が
あ
り

　

❸
保
険
料
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
対
象
に
な
る
！

※

他
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

　

（
独
）
農
業
者
年
金
基
金

　
　
　
　

業
務
部
適
用
・
収
納
課

　

☎　

０
３
（
５
９
１
９
）
０
３
３
５




